
〈

特

別

寄

稿

〉

創
立
二
十
五
周
年
に
寄
せ
て

中

村
元

博
士

（
初

代

会

長

、

現

名

誉

会

長

）

に

よ

っ
て

創

始

さ

れ

た

比

較

思

想

学
会

は

一
九

九

八
年

に

、

創

立

二

十

五

周

年

を

迎

え

た

。

一
つ

の

学

会

が
四

半
世

紀

の
歩

み

を

続
け

、

し

か
も

二

十

世

紀

と

い

う

、

諸

般

の

面

で

は

な

は

だ
困

難

な
時

代

を
切

り

抜
け

て

き

た

こ

と

は

、

注

目

す

べ

き

事

柄

で

あ

る

。さ

ら

に

、

学

問

の

世
界

に

は

、

少

な

く

と

も

百

年

を

経

た

、

西

欧

で

は
特

に
十

九

世

紀

末

か

ら

の
学

問

体

系

が

か

な

り

が

っ
し

り

と

し

た

構

築

を

す

ま

せ
て

お
り

、

明

治

以

降

西

欧

の

学

問

を

移

植

し

、

ド

イ

ツ

流

で

あ

れ

ア

ン

グ

ロ
・

ア

メ

リ

カ
的

で

あ

れ

、

そ

の

学

問

体

系

を

ほ

ぼ

踏

襲

し

て

い
る

わ

が

国

に

お

い
て

は
、

そ

こ

へ
新

し

い
学

問

分

野

を

踏

み

込

ま

せ

る

こ

と

は

、

至

難

の
業

と

も

い
え

る

の

で

あ

る

。

比

較

思

想

（
学

）

は

、

こ

の
よ

う

な
学

問

状
況

の

中

で

、
西

欧

で

は

一
九

二
三
年
の
マ
ソ
ン
=
ウ
ル
セ
ル
の
『
比
較
哲
学
』
（
Ｍ
ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
　
=
　
Ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｅ
ｌ
，
　
Ｌ
ａ

会
長
　
峰
　
島
　

旭
　
雄

p
ｈ
ｉｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｃ
　ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｒ
ｅ
ｅ
）

の

刊

行

を
も

っ
て

実

質

的

に

始

ま

っ

た

と

み

ら

れ

、

わ

が

国

で

は

中

村
元

博

士

の

『
比

較

思

想

論
』
（
岩

波

全

書

、

一

九

六

〇

年

）

に

よ

っ
て

、

先

駆

的

業

績

は
別

と

し

て

、

実

質

的

に

始

ま

っ

た

と

い

っ
て

よ

い
で

あ

ろ

う
。

比

較

思

想

（
学

）

は
、

右

に
述

べ

た

よ

う

な

成
立

状

況

か
ら

し

て

、

既

成

の
学

問

体

系

の

セ

ク

シ
ョ

ナ

リ
ズ

ム
の

打

破

と

い
う

学

術

機

能

を

も

つ

。

た

と

え

ば

一

つ

の
研

究

テ

ー

マ
を

宗

教

・
哲

学

・

倫
理

で

分

科

（
分

化

）

し

て

バ

ラ

バ
ラ

に
研

究

す

る

の
で

は

な

く

、

東
西

思

想

に
わ

た
り

。

か
つ

そ

の

よ

う

な

分

科

（
分

化

）

に
こ

だ

わ

ら

ず

に

取
り

扱

う
の

で

あ

る

。

し

た

が

っ
て

近

来

さ

か
ん

に
な

っ
て

い
る

学

際

的

研

究

（
イ

ン

タ

ー
デ

ィ

シ
プ

リ

ナ

リ

・

ス
タ
デ
ィ
）
な
い
し
総
合
的
研
究
と
も
関
連
し
あ
う
。
現
象
学
の
フ
ッ
サ
ー

ル

に

発

し

ハ
イ

デ

ガ

ー
が

『
現

象

学

の
根

本

問

題

』

で

取

り

上

げ

た

よ

う

な

〈
破

壊

〉
（
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔｒ
ｕ
ｋ
ｔ
ｉｏ
ｎ
）

の
役

割

を

比

較

思

想

（
学

）

は

担

っ
て

い

る

。



さ

ら

に

そ

れ

は

、

た

だ

破

壊

の

み

で

は

な

く

再

構

築
を

お

こ
な

う

も

の

と

し

て

、

近

時

し

ば

し

ば

言

わ

れ

る

〈
脱

構

築
〉
（
ｄ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉｏ
ｎ
）

を

も

先

取

り

す

る

も

の

で

あ

る

。

私

ど

も

が

比

較

思

想

学

会

の

出

発

に
際

し

、

ほ

ぼ

コ

ン

セ

ン

サ

ス
を

得

て

設
定
し
た
比
較
思
想
（
学
）
の
規
定
、
「
東
西
思
想
を
比
較
し
、
そ
の
類
似

性

と

相

違

性

を

吟

味

し

、

自

己

自

身

の

思

想
形

成

に
資

す

る
」

と

い

っ

た

表

現
に
つ
い
て
は
、
二
五
年
の
研
究
の
歩
み
を
経
て
、
い
ま
や
総
合
的
に
再
検

討

を

し

な

け

れ

ば

な
ら

な

い
時

機

に
な

っ

て

い

る

と

考
え

ら
れ

る

。
東

洋

と

は

何

か
、

西

洋

と

は
何

か
、

類

似

性

・

相

違

性

の

相
互

関

連

い

か

ん

、

自

己

自

身

の

思

想
を

入
れ

ず

客

観

的

・
実

証

的

に

終

始

す

る

の

が
学

問

的
で

あ

る

の

か
、

そ

れ

と

も

あ

く

ま

で

主

体

性

を

保

持
し

、

主
体

性

を
場

と

し
て

比

較

を

遂

行

す

べ
き

か

、
等

々
。

二

五

年

の

進

み

ゆ
き

の

中
で

提
起

さ

れ

た

さ

ま

ざ

ま

な
問

題

を

踏

ま
え

、

さ

ま

ざ

ま

な

問

題

を

整

理

し

、
「

半

世

紀

の

比

較

思

想

（
学

）
」

へ

の
展

望
と

そ

の

実

質

的

・

実

際

的

な

歩

み

を

始

め

る

べ

き

時

が

来

て

い

る

の

で

あ

る

。

こ

こ

で

、

さ

か

の

ぼ

っ
て

、

比

較

思

想

学

会

の

創

設

当

時

を

振

り

返

っ
て

み

ょ

う

。

最

近

会

員

に

な

っ
た

方

々
、

あ

る

い

は
若

い
世

代

の

方

々
は

、

当

時

の

経

緯

を

知

ら

な

い

か

も

し

れ

な

い

。

本

学

会

が

こ

ん

な

ふ
う

に
し

て

つ

く

ら

れ

て

い

っ

た
と

い

う

こ

と

を

知

っ
て

い

た
だ

き

た

い
の

で

あ

る
。

創

設

者

で

あ

る
中

村

元

博

士

（
現

名

誉

会

長

）

は
、

東

京

大

学

退

官

の

前

後

に
、

財

団

法

人

「
東

方

研

究

会

」

を

設

立

し

、

仏

教

学

・
イ

ン

ド
哲

学

な

ら

び

に

思

想

一

般

の

諸

講

座

を

、

東

方

学

院

と

称

し

て

開

講

し

、

こ

れ

を

「

寺

子

屋
」

と
呼

ん
だ
。
東
大

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
中
で
育

っ
た
博
士

が
、
意
外

に
も

ア
ン
チ
・
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
、
ア
ン
チ
・
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で

あ
っ
て

、
民

間
の
草
莽
の
民
を
相
手

と
す
る
江
戸

時
代

の
「
寺
子
屋
」
的
な
勉
強

の
場
を

つ
く

る
こ

と
を
念
願

と
さ
れ

た
と
聞

い
て

い
る
。
一

九
七
三

年

（
昭

和
四

八
）
年
一
〇

月
に
、
東
方
研

究
会
の
中
村
博
士

か
ら
私
に
お
声
が
か
か
っ
た
。

か
ね
て
。
比
較
思
想
”
"
比
較
哲
学
”
の
必
要
を
唱
え
て
お
ら
れ
た
金
沢
の

医
院
経
営
者
で
民
間
の
思
想

家
、
松

尾
宝
作
博
士

か
ら
、
「
比

較
哲
学

と
教

育
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行

っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
要

請
が

あ

っ
た
の
で

、

シ
ン
ポ
ジ
ア
ス
ト
の
一
人
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
、
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
た
し
か
湯
島
会
館
（
現

在
の
東
京

ガ
ー
デ
ン
・
パ
レ
ス
）

だ

っ
た
と
思
う
が
、
一
室

に
参
集
し

た
の
は
、
六
名
足
ら
ず
の
小
人

数
で

、

中
村
博
士

、
松
尾

博
士

、
末
木
剛

博
東
京
大
教
授

（
当
時
）
、

守
屋
茂
龍
谷

大
教
授
（
当
時
）
、
吉
原

瑩
覚
神
戸

商
船
大
教
授

（
当
時
）
と

峰
島
で

あ
っ

た
。
そ
の
際
の
討
議
の
内
容

に
つ
い
て

は
定
か
で
な

い
が
、
戦
後
教
育
の
頽

廃
が
叫
ば
れ
て
い
る
と
き
、
じ

っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
、
東
西
哲
学
思
想
の

比
較

、
つ
ま
り
比
較

哲
学

に
よ
っ
て
、
基
本
的

な
考
え
、
人

間
観

・
人

生

観
・
世
界
観
な
ど
を
把
握
す

る
こ
と
が
前
提
で

あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で

は
な

か
っ
た
か
と
思
う
。

そ
れ
は
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
質
的
な
主
催

者
、
松
尾
宝
作
博
士
の
意
見
で
も
あ

っ
た
と
思
う
。
討
議
の
あ
と
の
会
食
で
。

こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
無
駄

に
し
な

い
た
め
に
も

、
萌
芽
的

に
見
ら
れ
る
比

較
思
想
の
研
究
は
ど
の
よ
う

に
進

め
た
ら
よ
い
か
が
、
話
題
と
な

っ
た
。
末

木
教
授

は
非
常

に
積
極
的

に
、
研
究
会
を
催
し
て

そ
の
気
運
を
助
長
す
べ
し



と
の
意
見

を
述
べ
ら
れ
た
。

皆
賛
成
で
あ

っ
た
が

、
私

か
ら

、
い
っ
そ
の
こ

と
学
会
を
つ

く
っ
て

は
ど

う
か
と

い
う
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
一
挙

に
学
会
？
　

と

い
う
意
見
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
こ
と

を
含

め
て
、
と

に
か
く
、

も
う
少
し
メ
ン
バ
ー
を
ふ
や
し
て
一
度
相
談
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

中
村
博
士
、
末
木
教
授
、
峰
島
の
連
名
で
、
そ
の
よ
う
な
会
合
へ
の
呼
び

か

け
を
お
こ
な
い
、
同
じ
年
の
一
二
月
に
入
っ
て
、
本
郷
の
学
士
会
館
で
会
合

を
も
っ
た
。
（
松
尾

〔
金
沢
〕
・
守
屋

〔
京

都
〕
・
吉
原

〔
神
戸
〕

の
三
名
の

方
々
は
す
で

に
東
京
を
離
れ
帰
ら
れ
た
）
こ
の
会
合
に
は
、
三
枝
充
悳
国
学

院
大

教
授
（
当
時
）
、
梶
芳
光
運
大
正

大
西
洋

哲
学
主

任
教
授

（
当

時
、
故

人
）

臼
木

淑

夫
大
正

大

教
授

（
当
時
、
故

人
）
、

田
丸

徳
善

立

教
大

教

授

（
当
時
、
ま

た
大
正
大
学

講
師
）
、
峰
島
早
稲
田
大
教

授
（
当

時
、
ま

た
大
正

大
学
講
師
）
な
ど
が
出
席
し

た
か
と
思
う
。
結
局
、
学

会
を
つ
く
ろ

う
と
い

う
話
に
な
り
、

メ
ン
バ
ー
が
揃

っ
て

い
る
大
正
大
西

洋
哲
学
研

究
室

に
事
務

局
を
置
く
こ
と
に
な
り
、
新
年
の
(
一
九
七
四
―
昭
和
四
九
）
　
一
月
一
〇
日

付
で

「
比
較
思
想
学
会
」
設
立
発
起
人
を
揃
え
、
趣
意

書
を
発

表
し

（
そ
の

起
草
に
は
峰
島
が
あ
た

っ
た
）
文
書
な
い
し

マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
に
よ

っ
て
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
は
た
し
て
ど
の
程
度
、

ま

た
人
数

に
し
て
ど
れ
く
ら
い
賛
同
を
得
ら
れ
る
か
、
あ
や
ぶ

ん
で

い
た
の

が
事
実
で
あ

っ
た
が
、
結
果

は
、
そ
の
年
、
一
九
七
四

（
昭
和
四
九
）
年
六

月
の
創
立
第
一

回
大

会
ま
で

に
、
予

想
外

の
反

響
で

、
全
国
か
ら
五
〇

〇
余

名
の
参
加
者
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
（
現
在
会
員
約
一
二
〇
〇
名
）
こ
の
こ

と
は
、
比
較
思
想
学
会

の
設
立
が
学
問
的

に
も
思
想

史
的
に
も
時
宜
を
得
た

も

の

で

あ

っ

た

こ

と

を
示

し

て

い

る

。

次

に

、
設

立

当
初

の

「
趣

意

書

」
（
な

ら

び

に
発

起

人
）

を

掲

げ

る
。

「
比
較
思
想
学
会
」
趣
意
書

最
近
、
学
問
の
諸
分
野
に
お
い
て

、
一

つ
の
専
門
領
域

に
固
定
す
る
こ
と
な
く
、

た
が

い
に
協
力
し
て
共
通
の
問
題

に
取
組
み

、
研
究
の
展
開
と
問
題
の
解
決
に
努

め

る
、

い
わ
ゆ

る
学
際
的
傾
向
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す

る

ま
で
も
な

い
。
ま

た
、
わ
れ
わ
れ
が
と
り

わ
け
明
治
以
後
急
速
に
摂
取
し
不
可
欠

の
学
問
的
支
柱
と
し
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
諸
学
問
な
ら
び
に
そ
の
思
考
方
法
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
体
に
お
い
て
も
問
い
た
だ
さ
れ
、
大
き
な
転
換
点
に
立
っ
て
い
る

こ
と
も
、
す
で
に
周
知
の
事
実
と
な

っ
て
い

る
。

こ

の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
学
問
の
研

究
に
従
事
し
真
理
の
追
求

に
た
ず

さ
わ
っ
て

い
る
者

は
、
ひ
ろ
く
視
野
を
拡
大
し
て

、
手
を

た
ず
さ
え
て
大

胆

に
研

究
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
謙
虚
に
自
己
自
身

の
立
っ
て
い
る
思
想
的
地

盤

に
つ

い
て
反

省
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

と
こ

ろ
で

、
比

較
思
想
と
い
う
研

究
領
域
は
、
こ

の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、

現
代

に
お
い
て
無
視
す

る
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
意

義
を
有
す

る
。
そ
れ
は
既

成
の
学
問

分
野
に
固
定
す

る
こ
と
な
く
、
ひ
ろ
く
自
由

に
研
究
課
題
を
設
定
し
、

諸
種
の
方

法
を
駆
使
し
て
、
と
り
わ
け
東
西
両
思
想
の
比
較
考
察
を
お
こ
な
い
、

他
を
願
み

る
こ
と

に
お
い
て
自
己
自
身

の
真
の

把
握

に
志
す
も
の
で
あ
る
と

い
う

こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
比
較
思
想
の
世
界
思
想
史
的
意
義
は
現
代

に
お
い

て
ま
こ
と

に
大
な

る
も
の
が
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
比
較
思
想
―
―
比
較
哲
学
・
比
較
文
化
・
比
較
文
学
等
々

―
―
に
た
い
し
て
関
心
を
有
し
、
そ
の
よ
う
な
研
究
に
志
す
研
究
者
の
数
は
次
第

に
増
加
し
、
す
で
に
着
実
な
成
果
も
公
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
従
来

は
、
や
や
も
す
れ
ば
各
々
相
互
の
連
絡
も
な
く
、
散
発

的
に
研
究

を
お
こ
な
っ
て



い
る
の
が
実
状
で
あ

っ
た
こ
と

は
、
否
定
で
き

な
い
事
実
で
あ
る
．

現
代
に
お
け

る
比
較
思
想
の
有
す

る
意
義
と
必
要
性
に
か
ん
が
み
、
わ
れ
わ
れ
は
各
研
究
者
が

相
互
の
連
繋
を
緊

密
に
た
も
ち
、
た
が
い
に
意
見
を
交
換
す
る
共
通
の
広
場
を
も

つ
こ
と

が
緊
要
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
．

こ

の
よ
う
な
理
解
の
も
と
に
．
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
、
比
較
思
想
学
会
を
設

立

し
、
同

学
の
士

の
参
加
を
も
と
め
、
と
も
に
手
を
た
ず
さ
え
て
研
究

を
す
す

め
、

真
理
の
追
求
に
む
か
っ
て
い
く
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。
こ
こ
に
披
瀝
し
た
わ
れ
わ

れ
の
さ
さ
や
か
な
、
し

か
し
意
義
深

い
主
張

に
た

い
し
て
、
好
意

あ
る
理
解
を
よ

せ
ら
れ
、
多
く
の
方

々
が
本
会

に
協
力
と
支
援
を
あ
た
え
ら
れ

ん
こ

と
を
、
切

に

望
む
次
第
で
あ
る
．

昭
和
四
九
年
一
月
一
〇
日

比
較
思
想
学
会
設

立
発

起
人
一
同

発
起
人荒

木
見

悟
、
安
藤
正

瑛
、
飯
島

宗
享
、
伊
東
俊

太
郎
、
今

道
友
信
、
上

山

春
平

、
臼

木
淑

夫
．

梅
原

猛
．

大
浜
皓
、
梶

芳
光
運
、
川

田
熊

太
郎
、
雲

井
昭

善
、
三
枝

充
悳
．
斎

藤
忍

随
、

相
良

亨
、
末
木
剛

博
、
武
内

義
範
、

玉

城
康
四
郎
、

田
丸
徳

善
、
土
居
真

俊
．

戸
頃
重
基

、
中
村
元

、
橋
本
芳

契
、
平
下

欣
一
、
福
井

康
順
、
福
永

光
司

、
松
尾

宝
作
、
松

浪
信
三
郎
、

峰
島
旭

雄
、
三
渡
幸

雄
、
守
屋

茂
、
泰
本
融
．
山

崎
正

一
、
山

本
新
、
湯

浅
泰
雄
、
吉
原
瑩
覚

く

り

か

え

し

述

べ

る

が

、

本

学

会

は

昨

年

（
一

九

九

八

〔
平

成

一
〇

〕

年

）
、

創

立
二

十

五

周

年

を

迎

え

た
．

数

年

前

か
ら

記

念

事

業

を

企

画

し

、

学

会

誌
総

目

次

・

学

会

二
十

五

年

史

の

編

集

、
国

際

交

流

（
一

昨

年

早

稲

田

大

学

で
催

さ

れ

た

国

際

比

較

思

想

会

議

は

そ

の

一

例

）
、

財

政

的

に
可

能

で

あ
れ
ば
記
念
論
集
の
刊
行

な
ど
を
企
画

し
て

い
る
。
日
本
学
術
会
議
人
文
科

学
・
哲
学
部
門
で

は
、
印

度
学
仏
教
学
会
、
中
国
哲
学
・
道
教
学
会
、
日
本

哲
学
会
に
次

い
で
第
四
位

に
あ

る
。
ち
な
み
に
創
設
以
来

の
会
長

は
、
第
一

代

‥
中
村
元
東
京
大
学

名
誉
教
授

、
第
二
代

‥
玉

城
康
四
郎
東
京
大
学
名
誉

教
授
、
第
三
代

‥
絳
島

旭
雄
早
稲
田
大

学
教
授

（
当
時
）
、
第
四

代

‥
田
丸

徳
善
東
京
大

学
名
誉

教
授
、
第
五
代

‥
小

山
宙
丸
早

稲
田

大
学

総
長

（
当

時
）
、
第

六
代

‥
峰

島
旭
雄
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
（
再

、
現
行
）
。

こ
こ
で

学
会
創
設
以

来
、
今
日
ま
で
、

た
え
ず
問
題
と
な
っ
て

い
る
二

、

三

の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

さ
き
に
も
触
れ
た
が
、
東
西
思

想

の
比
較

を
お
こ
な
う
の
が
学
会
の
本
筋
と

さ
れ
て

い
る
が
、
東
洋
と
西

洋
の

区
別

は
必
ず
し
も
定
か
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ

う

な
区
別

を
、
地
理
的
・
歴
史
的
・
文
化
的
・
思
想
的
、
な
か
で

も
宗
教
的
に
、

そ
の
よ
う
に
な
し
う
る

か
と

い
う
問
題
で
も
あ
る
。
関
連
し
て
、
東
洋
と
西

洋
の
区

別
を
立
て
た
と
し
て
、
そ
う
で

な
い
場
合

の
比
較

は
比
較

に
な
り
え

な
い
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば

、
日
本
と
中
国
で
は
同
じ

東
洋
で
あ
る
と

い
う
こ

と
や

、
イ

ン
ド
な
ら
イ
ン
ド
の
中
で

の
、
仏
教
と

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

の
比
較

は
、
語

の
厳
密
な
意
味
で

は
比
較
に
な
り
え

な
い
か
、

な
ど
。
つ
ぎ

に
は
、
プ
ラ
ト
ン
と
仏
陀
、
デ
カ
ル
ト
と
菊
子

な
ど
、
時
空

を

超
え
、
比
較
す
る
者
の
一
種
の
ア
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
の
選
択
に
よ
る
比
較
は
比

較
と

い
え

な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸

点
は
、
学
会
創
設
当
初

か
ら
、
批
判
と

い
う
形
で
、
内
部
か
ら
も
外
部
か
ら

も
提

起
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



東

洋

と

西

洋

の
区

別

に

つ

い

て

は
、

学

問

常

識

的

に

こ

れ

を
行

う

し

か

現

在

や

り

方

が

な

い

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。
（

そ

の

学

問

常

識

的

に

も

問

題

が

あ

る

）

か
つ

て

来

日

し

本

学

会

で

特

別

講

演

を

し

て

い

た

だ

い

た

イ

ン
ド

の

パ

ン
デ

ー

ヤ
博

士

は

、

仏

教

と

イ

ン
ド

哲

学

と

を

比

較

し

、

こ

の

両

者

の

相

違

は
、

仏

教

と

西

洋

哲

学

と

の

相

違

以

上

で

あ

る

と

し

、

こ

の

よ

う

な

比

較

も

（
同

一

文

化

圏

内

で

あ

る

が

）

可

能

で

あ

る

と

さ

れ

た

。

比

較

は

、

実

証

的

に
、

歴

史

的

に

、

厳

密

に

な

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る
が

、

そ

れ

と

と

も

に
、

こ

の

よ

う

な

比

較

も

ま

た

顧

慮

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

問

題

は
い

か

に

厳

密

に
、

か

つ
総

合

的

・
包

括

的

に

な

さ

れ

る

べ

き

か

と

い
う

こ

と

に

か

か

っ

て

い

る

の

で

は

あ

る
ま

い

か
。

具

体

的

に

は
、

実

証

的

・

客

観

的

と

主

体

的

と

の

関

係

、

比

較

思

想

（
学

）

の

展

開

と

関

連

す

る

学

問

領

域

、

比

較

文

化

（
学

）
　
・

比

較

文

明

（
学

）

等

と

の

か
か

お

り

、

そ

し

て

基

本

的

に

は

「
思

想

・

文

化

・
文

明

と

は
何

か
」

と

い

う

よ

う

な

学

問

論

の
提

唱

が
必

要

で

あ

る
。

遠

心

的

に
比

較

思

想

（
学

）

が

拡

充

す

る

と

と

も

に
、

求

心

的

に

つ

ね

に

基

礎

づ

け

（
Ｂ
ｅ
ｇ
ｒ
ｉｉｎ
ｄ
ｕ
ｎ
ｇ

）

不

可

欠

で

あ

る

。

後

者

な

し

に

は

前

者

は

根

無

し

草

と

な

ろ

う

。

今

期

で

会

長

職

を

退

く

に
あ

た
り

、

た
ず

さ

わ

っ
て

き

た
こ

れ

ま
で

の

学

会

の

歩

み

の

一

種

の

「
自

分

史

」

を

記

し

、
将

来

へ
向

け

て

、

二
十

一
世

紀

へ

向

け

て

、

比

較

思

想

（
学

）

に

つ

い
て

若
干

の

提
言

を
試

み

た

。

（
み
ね
し
ま
・
ひ
で
お
、
比
較
哲
学
・
宗
教
哲
学
、

文

京

女

子

大

学
教

授

）


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5

